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差異共有能力としての異文化能力

現代の異文化能力論・異文化コミュニケーション能力論の概観

から見える文化機能論

と

新たな異文化能力モデルの提案

ケンパー・マティアス 2009年4月14日

現代異文化能力論の現状

日本・米国 異文化能力論の関心がやや希薄

→ 「異文化能力否定論」→ 「異文化能力否定論」

☆ Benettの異文化感受性発展モデル
☆ 異文化適応論

欧州 異文化能力論の関心が非常に高い

→ 「EU」の急速な拡大

☆ Byramの異文化コミュニケーション能力論(FLE)
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「異文化能力論」における派閥

「人類発展・進化派」 「現実主義派」

個人の自己啓発
生涯学習
前提と結果として寛容と相互理解

課題解決の重視
善意の前提？
結果としての相互理解

世界平和

共存

ビジネス
交渉
外交

異文化コミュニケーション能力と
異文化能力の区別

異文化コミュニケーション能力とは、

異文化コミュニケーションを成功させられる能力である。

異文化的場面・コンテクストにおいて適切に振る舞う能力である。

異文化のコンテクストを有する相手と有益な関係を築く能力である。

成功・適切は何を指しているのかは不明
成功の要因は多数に存在する（言語力・戦略…）
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文化的知識の応用能力

社会言語
学・語用論…

知
COGNITIVE
「学習」

感
AFFECTIVE

「自覚・意識」

行
COMMUNICATIVE
「行為・体験」

まとめ
異文化コミュニケーション能力

複数の要素を含む総合的な概念
+

特定の文化に関する知識

把握･特定・定義
は困難

（無意味？）
特定の文化に関する知識

+
一般のコミュニケーション能力

異文化能力

異文化コミュニケーションにおける独立している能力

☆ 特定の文化に依存しない（普遍性有）

把握･特定・定義
は可能

（→ 育成・トレーニング可）
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異文化能力の解明

その手がかり： 文化の機能

文化の簡易定義：
集団の成員の間の関係を構築可能とする存在

簡単に言ってしまえば：

文化とは 人々を繋ぐ何か文化とは、人々を繋ぐ何か。

特定の集団・社会

関係性・つながり

どうやって？文化の一貫性による？

規範・模範

Aさん

Ｂさん

社会化
適応

社会化
適応

規範・模範に適
応したから、成
員間の関係性が
可能となる

Rathje 2006
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文化の機能（成員を繋ぐ）は一貫性による

ものであれば…

関係性・つながり

片方の適応が 貫性を達成するために必要である

野菜文化と果物文化の異文化コミュニケーションを成功させるために

片方の適応が一貫性を達成するために必要である
（もしくは双方の第３の模範・文化への適応が必要）

「一貫性」 = 関係性の条件
（長期滞在・移民・留学・国際結婚等々の想定 → Benett）

「一貫性」 = 関係性の条件
文化的知識の学習
再社会化・再文化化
長期的なプロセス （→ 内面的な変化・変容 価値観）長期的なプロセス （→ 内面的な変化 変容、価値観）

ビジネスや日常生活を考えれば、

貫性に基づく異文化能力論

他文化の理解がスタート時点

一貫性に基づく異文化能力論

は非現実的である。

（ケンパーの見解）
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特定の集団・社会

関係性・つながり

どうやって？

文化の結束性による？

緑の変な
ヤツ

緑なんだ。

Rathje 2006

赤の変な
ヤツ

赤なんだ。

文化の機能（成員を繋ぐ）は結束性による

ものであれば…

関係性・つながり

双方の違いを明確にする そしてその違いを共有す

野菜文化と果物文化の異文化コミュニケーションを成功させるために

双方の違いを明確にする、そしてその違いを共有す
る必要が結束性を達成するためにある

「結束性」 = 関係性の条件
（文化の知識と理解は「不要」。差異共有能力が異文化能力となる。）
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但し、一貫性と結束性は補完的に共存する

集団主義・個人主義

100％集団志向・個人志向の文化が存在しないため、

差異の明確化と共有によって互いに対する不信感と不安を軽減する

ことが可能であろう。

文化的知識の応用能力

差異共有能力

相違点の発見
相違点の客観的な把握
相違点をコミュニケートするスキル

「私はA、貴方Bだね」
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課題

相違点の発見（意識化）
相違点の客観的な定義
差異共有能力としての異文化能力の測定・検証差異共有能力としての異文化能力の測定 検証
差異共有能力としての異文化能力の開発・育成

課題解決案

D.I.E.法の応用？
Describe/Interpret/Evaluate/ p /

FACE異文化コーチングモデルの応用？
Find/Accept/Connect/Enjoy
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